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地域の未来を考える

深浦町は、旧深浦町と旧岩崎村が合併し、平成17年３月31日に誕生。
令和７年３月31日で合併20周年を迎えます。
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令
和
6
年
深
浦
町
文
化
賞
及
び
ス
ポ
ー

ツ
賞
表
彰
式
が
2
月
13
日（
木
）、町
民
文

化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、文
化・ス
ポ
ー
ツ
の

各
種
大
会
で
優
れ
た
成
績
を
挙
げ
た
個
人

18
名
と
5
団
体
に
、表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、平
沢
町
長
が「
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
、た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
鍛
錬
を
重
ね
、

深
浦
町
の
名
声
を
高
め
る
活
躍
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。指
導
者
の
方
々
に
、支
え
て
く
れ

る
家
族
に
、そ
し
て
地
域
の
皆
様
に
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、ま
す
ま
す
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。そ
の
後
、

特
別
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞
し
た
佐
藤
大
樹

さ
ん（
会
社
員
）が
、「
今
回
受
賞
で
き
た
の

は
、日
々
の
厳
し
い
練
習
と
切
磋
琢
磨
し
て

き
た
仲
間
、応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
周
囲
の

皆
さ
ま
、そ
し
て
何
よ
り
家
族
の
支
え
が
あ

っ
た
か
ら
で
す
。今
ま
で
以
上
に
自
己
研
鑽

に
励
み
、ふ
る
さ
と
深
浦
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
精
進
し
て
い
き
ま
す
」と
感
謝
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
表
彰
式
で
は
、県
内
だ
け
で
な

く
、全
国
や
東
北
大
会
で
の
活
躍
も
多
く
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方
々

が
受
賞
し
ま
し
た
。今
後
と
も
多
方
面
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。受
賞
者
の
皆
様
、

こ
の
度
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

文
化
賞

田
中　
結（
五
所
川
原
第
一
高
２
年
・
関
）

第
42
回
津
軽
三
味
線
世
界
大
会　

グ
ル
ー

プ
Ｂ　

第
４
位

文
化
奨
励
賞

世
永　
希
翠（
深
浦
小
４
年
・
北
金
3
区
）

第
52
回「
青
森
の
海
と
川
を
き
れ
い
に
す

る
運
動
」　

標
語
の
部　

準
特
選

前
田　
栞
菜（
五
所
川
原
高
２
年
・
柳
田
）

第
70
回
青
森
県
高
等
学
校
読
書
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル　

自
由
読
書
の
部　

優
良
賞 

特
別
ス
ポ
ー
ツ
賞

古
川　
寿
華（
五
所
川
原
第
一
高
２
年
・
北
金

3
区
）

第
74
回
青
森
県
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

陸
上
競
技
大
会　

青
森
県
予
選
会　

女
子

４
０
０
ｍ　

第
１
位

第
59
回
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体

育
大
会　

女
子
４
０
０
ｍ　

第
３
位

佐
藤　
大
樹（
会
社
員
・
東
野
）

第
45
回
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選

手
権
２
０
２
４
京
都
大
会　

Ｍ
45
砲
丸
投

げ　

第
２
位 

 

ス
ポ
ー
ツ
賞

古
川　
勇
神（
五
所
川
原
工
科
高
２
年
・
北
金

3
区
）

令
和
６
年
度
青
森
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会（
少
林
寺
拳
法
）　

男
子
組
演
武　

第

１
位

令
和
６
年
度
青
森
県
高
等
学
校
少
林
寺
拳

法
新
人
大
会　

男
子
自
由
単
独
演
武　

第

１
位

吉
田　
有
沙（
五
所
川
原
工
科
高
２
年
・
驫

木
）令

和
６
年
度
青
森
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会（
少
林
寺
拳
法
）　

女
子
規
定
単
独
演

武　

第
１
位

令
和
６
年
度
青
森
県
高
等
学
校
少
林
寺
拳

法
新
人
大
会　

女
子
規
定
単
独
演
武　

第

１
位

坪
根　
謙
二（
地
方
公
務
員
・
風
合
瀬
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
２
４
長

崎
大
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）　

青
森
県
予
選
会

男
子
の
部　

第
1
位

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
２
４
ボ

ウ
リ
ン
グ
競
技　

第
24
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

大
会　

男
子
４
人
チ
ー
ム
戦　

優
勝

大
川　
智
生（
鯵
ヶ
沢
中
２
年
・
北
金
2
区
）

第
75
回
青
森
県
中
学
校
体
育
大
会
夏
季
大

会（
水
泳
）　

男
子　

１
５
０
０
ｍ　

自
由

形　

第
１
位　

18
分
16
秒
78（
大
会
新
記

録
）

伊
藤　
吏
央（
日
本
大
１
年
・
北
金
2
区
）

第
40
回
Ｕ
20
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

男
子
８
０
０
ｍ　

第
７
位

川
口　
洋
平（
自
営
業
・
岩
崎
中
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
２
４
軟

式
野
球
競
技　

青
森
予
選
会　

優
勝

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
２
４
軟

式
野
球
競
技　

東
北
予
選
会　

第
３
位

成
田　
裕
太（
地
方
公
務
員
・
3
区
）

第
77
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会　

水
泳
競
技　

30
歳
以
上　

町
村
男

子　

背
泳
ぎ
50
ｍ　

第
１
位 

成
田　
健
登（
会
社
員
・
広
戸
）

第
77
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会　

水
泳
競
技　

30
歳
未
満　

町
村
男

子　

背
泳
ぎ
１
０
０
ｍ
・
50
ｍ　

第
１
位

深
浦
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部

選
手　
会
津
正
彦　
嶋
川
勝
治

　
　
　
七
戸
吉
三　
葛
西
せ
い
子

　
　
　
今　
勝
吉　
小
松
セ
ツ

　
　
　
小
畑
昌
子　
宮
本
京
子

帯
同
審
判　
大
髙
範
子

第
77
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会

町
村
の
部　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技　

優
勝

深
浦
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会　
相
撲
部

監
督　
山
﨑
峰
雄

選
手　
磯
辺
奈
央　
山
﨑
勇
真　
川
村 

希

　
　
　
岩
谷
勇
希
博　
磯
辺
郁
弥

　
　
　
七
戸
達
也　
山
﨑
裕
介

第
77
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会

町
村
の
部　

相
撲
競
技　

優
勝

深
浦
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

監
督　
福
沢
和
子

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　
山
﨑
未
来

選
手　
小
山
瑞
子　
藤
沢
美
智
子

　
　
　
藤
田
景
子　
大
屋
礼
子　
斉
藤
孝
子

　
　
　
川
口
友
美　
中
村
真
衣
子

　
　
　
山
﨑
志
穂　
中
原
麻
衣
子

　
　
　
伊
藤
千
玲　
舛
谷
理
穂　
佐
藤
智
花

第
77
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会

町
村
の
部　

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競

技　

優
勝 

 

 

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

古
川　
神
希（
五
所
川
原
工
科
高
３
年
・
北
金

3
区
）

令
和
６
年
度
青
森
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会　

ボ
ク
シ
ン
グ
競
技

ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
タ
ー
級　

第
３
位

村
山　
颯
太（
能
代
科
学
技
術
高
３
年
・
正

久
）令

和
６
年
度
秋
田
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技　

男
子
学
校

対
抗　

第
３
位 

三
浦　
佑
月（
弘
前
実
業
高
１
年
・
岩
崎
中
）

令
和
６
年
度
青
森
県
高
等
学
校
新
人
選
手

権
大
会（
卓
球
）　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

準

優
勝ジ

ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

阿
部　
福
乃
介（
修
道
小
５
年
・
柳
田
）

令
和
６
年
度
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ　

第
37
回
全
日
本
小
学
校

相
撲
大
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会　

５
年

生
の
部　

個
人
戦　

第
３
位 

小
野　
光
太
郎（
修
道
小
５
年
・
北
金
3
区
）

令
和
６
年
度
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ　

第
37
回
全
日
本
小
学
校

相
撲
大
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会　

５
年

生
の
部　

個
人
戦　

第
３
位

相
撲
道
場　
天
心
館（
修
道
小
学
校
・
高
学

年
） 

【
６
年
生
】熊
谷
琉
生

【
５
年
生
】小
野
光
太
郎　
阿
部
福
乃
介

【
４
年
生
】藤
田
琉
之
介 

第
43
回
東
北
学
童
相
撲
大
会　

高
学
年　

団
体
戦　

第
３
位 

 

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

相
撲
道
場　
天
心
館（
修
道
小
学
校
・
低
学

年
） 

【
３
年
生
】櫻
庭
悠
真　
福
澤
歓
大

【
１
年
生
】小
野
篤
希

第
43
回
金
木
桜
ま
つ
り
青
森
県
小
中
学
生

相
撲
大
会　

低
学
年　

団
体
戦　

第
２
位

令
和
６
年

深
浦
町
文
化
賞
及
び
ス
ポ
ー
ツ
賞

特別スポーツ賞を受賞し、
代表あいさつをする佐藤さん

文化賞を受賞した田中さん
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文
化
賞

田
中　
結（
五
所
川
原
第
一
高
２
年
・
関
）

第
42
回
津
軽
三
味
線
世
界
大
会　

グ
ル
ー

プ
Ｂ　

第
４
位

文
化
奨
励
賞

世
永　
希
翠（
深
浦
小
４
年
・
北
金
3
区
）

第
52
回「
青
森
の
海
と
川
を
き
れ
い
に
す

る
運
動
」　

標
語
の
部　

準
特
選

前
田　
栞
菜（
五
所
川
原
高
２
年
・
柳
田
）

第
70
回
青
森
県
高
等
学
校
読
書
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル　

自
由
読
書
の
部　

優
良
賞 

特
別
ス
ポ
ー
ツ
賞

古
川　
寿
華（
五
所
川
原
第
一
高
２
年
・
北
金

3
区
）

第
74
回
青
森
県
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

陸
上
競
技
大
会　

青
森
県
予
選
会　

女
子

４
０
０
ｍ　

第
１
位

第
59
回
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体

育
大
会　

女
子
４
０
０
ｍ　

第
３
位

佐
藤　
大
樹（
会
社
員
・
東
野
）

第
45
回
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選

手
権
２
０
２
４
京
都
大
会　

Ｍ
45
砲
丸
投

げ　

第
２
位 

 

ス
ポ
ー
ツ
賞

古
川　
勇
神（
五
所
川
原
工
科
高
２
年
・
北
金

3
区
）

令
和
６
年
度
青
森
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会（
少
林
寺
拳
法
）　

男
子
組
演
武　

第

１
位

令
和
６
年
度
青
森
県
高
等
学
校
少
林
寺
拳

法
新
人
大
会　

男
子
自
由
単
独
演
武　

第

１
位

吉
田　
有
沙（
五
所
川
原
工
科
高
２
年
・
驫

木
）令

和
６
年
度
青
森
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会（
少
林
寺
拳
法
）　

女
子
規
定
単
独
演

武　

第
１
位

令
和
６
年
度
青
森
県
高
等
学
校
少
林
寺
拳

法
新
人
大
会　

女
子
規
定
単
独
演
武　

第

１
位

坪
根　
謙
二（
地
方
公
務
員
・
風
合
瀬
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
２
４
長

崎
大
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）　

青
森
県
予
選
会

男
子
の
部　

第
1
位

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
２
４
ボ

ウ
リ
ン
グ
競
技　

第
24
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

大
会　

男
子
４
人
チ
ー
ム
戦　

優
勝

大
川　
智
生（
鯵
ヶ
沢
中
２
年
・
北
金
2
区
）

第
75
回
青
森
県
中
学
校
体
育
大
会
夏
季
大

会（
水
泳
）　

男
子　

１
５
０
０
ｍ　

自
由

形　

第
１
位　

18
分
16
秒
78（
大
会
新
記

録
）

伊
藤　
吏
央（
日
本
大
１
年
・
北
金
2
区
）

第
40
回
Ｕ
20
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

男
子
８
０
０
ｍ　

第
７
位

川
口　
洋
平（
自
営
業
・
岩
崎
中
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
２
４
軟

式
野
球
競
技　

青
森
予
選
会　

優
勝

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
２
４
軟

式
野
球
競
技　

東
北
予
選
会　

第
３
位

成
田　
裕
太（
地
方
公
務
員
・
3
区
）

第
77
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会　

水
泳
競
技　

30
歳
以
上　

町
村
男

子　

背
泳
ぎ
50
ｍ　

第
１
位 

成
田　
健
登（
会
社
員
・
広
戸
）

第
77
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会　

水
泳
競
技　

30
歳
未
満　

町
村
男

子　

背
泳
ぎ
１
０
０
ｍ
・
50
ｍ　

第
１
位

深
浦
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部

選
手　
会
津
正
彦　
嶋
川
勝
治

　
　
　
七
戸
吉
三　
葛
西
せ
い
子

　
　
　
今　
勝
吉　
小
松
セ
ツ

　
　
　
小
畑
昌
子　
宮
本
京
子

帯
同
審
判　
大
髙
範
子

第
77
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会

町
村
の
部　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技　

優
勝

深
浦
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会　
相
撲
部

監
督　
山
﨑
峰
雄

選
手　
磯
辺
奈
央　
山
﨑
勇
真　
川
村 

希

　
　
　
岩
谷
勇
希
博　
磯
辺
郁
弥

　
　
　
七
戸
達
也　
山
﨑
裕
介

第
77
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会

町
村
の
部　

相
撲
競
技　

優
勝

深
浦
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

監
督　
福
沢
和
子

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　
山
﨑
未
来

選
手　
小
山
瑞
子　
藤
沢
美
智
子

　
　
　
藤
田
景
子　
大
屋
礼
子　
斉
藤
孝
子

　
　
　
川
口
友
美　
中
村
真
衣
子

　
　
　
山
﨑
志
穂　
中
原
麻
衣
子

　
　
　
伊
藤
千
玲　
舛
谷
理
穂　
佐
藤
智
花

第
77
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会

町
村
の
部　

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競

技　

優
勝 

 

 

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

古
川　
神
希（
五
所
川
原
工
科
高
３
年
・
北
金

3
区
）

令
和
６
年
度
青
森
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会　

ボ
ク
シ
ン
グ
競
技

ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
タ
ー
級　

第
３
位

村
山　
颯
太（
能
代
科
学
技
術
高
３
年
・
正

久
）令

和
６
年
度
秋
田
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技　

男
子
学
校

対
抗　

第
３
位 

三
浦　
佑
月（
弘
前
実
業
高
１
年
・
岩
崎
中
）

令
和
６
年
度
青
森
県
高
等
学
校
新
人
選
手

権
大
会（
卓
球
）　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

準

優
勝ジ

ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

阿
部　
福
乃
介（
修
道
小
５
年
・
柳
田
）

令
和
６
年
度
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ　

第
37
回
全
日
本
小
学
校

相
撲
大
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会　

５
年

生
の
部　

個
人
戦　

第
３
位 

小
野　
光
太
郎（
修
道
小
５
年
・
北
金
3
区
）

令
和
６
年
度
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ　

第
37
回
全
日
本
小
学
校

相
撲
大
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会　

５
年

生
の
部　

個
人
戦　

第
３
位

相
撲
道
場　
天
心
館（
修
道
小
学
校
・
高
学

年
） 

【
６
年
生
】熊
谷
琉
生

【
５
年
生
】小
野
光
太
郎　
阿
部
福
乃
介

【
４
年
生
】藤
田
琉
之
介 

第
43
回
東
北
学
童
相
撲
大
会　

高
学
年　

団
体
戦　

第
３
位 

 

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

相
撲
道
場　
天
心
館（
修
道
小
学
校
・
低
学

年
） 

【
３
年
生
】櫻
庭
悠
真　
福
澤
歓
大

【
１
年
生
】小
野
篤
希

第
43
回
金
木
桜
ま
つ
り
青
森
県
小
中
学
生

相
撲
大
会　

低
学
年　

団
体
戦　

第
２
位
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深
浦
町
は
、世
界
自
然
遺
産「
白
神
山

地
」や
十
二
湖
な
ど
の
雄
大
な
自
然
に
恵

ま
れ
、か
つ
て
は
北
前
船
の
風
待
ち
湊
と
し

て
栄
え
、上
方
文
化
に
関
す
る
多
く
の
史

跡
を
有
し
て
い
ま
す
。こ
の
美
し
い
景
観
や

里
山
、田
畑
か
ら
の
恵
み
は
、集
落
の
人
々

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、維
持
さ
れ
て
き
ま
し

た
。し
か
し
、人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、

空
き
家
の
増
加
、担
い
手
不
足
な
ど
の
影

響
に
よ
り
、景
観
の
維
持
や
自
治
会
の
活

動
は
縮
小
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
、地
域
の
課
題
を
住
民
自
ら
が

捉
え
、主
体
的
に
集
落
対
策
を
実
施
す
る

た
め
の
手
助
け
と
し
て
、今
後
集
落
支
援

員
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、令
和
5
年

7
月
に
行
政
連
絡
員
を
対
象
に
実
施
し
た

「
集
落
支
援
員
の
設
置
に
関
す
る
意
向
調

査
」で
、回
答
者
の
ほ
と
ん
ど
が「
地
域
の
困

り
ご
と
を
解
決
す
る
た
め
の
集
落
支
援
員

の
設
置
は
有
効
で
あ
る
」と
述
べ
た
こ
と
で

す
。

　
令
和
6
年
度
か
ら
は
県
の
伴
走
支
援
事

業
を
受
け
な
が
ら
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
意

見
交
換
や
先
進
地
調
査
を
経
て
、2
月
16

日（
日
）に
住
民
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。こ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、弘
前
大
学
大
学
院

地
域
社
会
研
究
科
の
平
井
太
郎
教
授
が
講

師
及
び
進
行
役
を
務
め
、深
浦
町
の
中
で

も
高
齢
化
率
や
人
口
減
少
率
が
顕
著
な
岩

崎
地
区（
ふ
れ
あ
い
と
創
造
の
館
）で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
に
は
、同
地
区
の
総
代

や
地
区
の
役
員
ら
44
人
が
集
ま
り
、安
全
・

安
心
に
楽
し
く
暮
ら
せ
る
地
域
の
実
現
に

向
け
て
、地
域
の
現
状
や
将
来
像
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
内
で「
地
域
の
5
年
後

は
こ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
テ
ー
マ
に

お
い
て
は
、人
口
増
加
、企
業
誘
致
、働
く

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
て 

〜
い
わ
さ
き
未
来
会
議
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〜

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
て 

〜
い
わ
さ
き
未
来
会
議
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〜

青
森
県
「
持
続
可
能
な
地
域
社
会
構
築
に
向
け
た
市
町
村
伴
走
支
援
事
業
」

場
の
確
保
、若
者
定
住
、医
療
の
充
実
、公

共
交
通
機
関
の
整
備
、十
二
湖
の
観
光
振

興
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。町
で

は
、令
和
7
年
度
か
ら
本
格
的
に
集
落
支

援
員
制
度
を
導
入
す
る
た
め
、専
任
の
集

落
支
援
員
を
配
置
し
、岩
崎
地
区
を
モ
デ

ル
地
区
と
し
た
実
証
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
集
落
支
援
員
制
度
の
導
入
は
、地
域
の

活
性
化
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
と
な
る
と

思
い
ま
す
。地
域
の
様
々
な
課
題
に
向
き
合

い
、住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
・
安
全
な
暮
ら

し
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、地
域
の
皆
様
と

共
に
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
な
お
、集
落
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、今

後
の
事
業
の
進
捗
に
応
じ
て
広
報
紙
に
て

情
報
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

講師より説明を受ける参加者

成果を記念撮影

付箋やシールで意見まとめ

集
落
支
援
員
は
何
を
す
る
人
？

　

町
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
集
落
支
援
員

は
、
地
域
の
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
な

ど
の
課
題
に
対
し
集
落
点
検
の
調
査
な

ど
を
行
い
、
地
域
住
民
の
課
題
解
決
に

向
け
た
話
し
合
い
や
検
討
会
の
場
を
支

援
し
ま
す
。
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コミュニティ（宝くじ）助成事業助成金で備品を整備しましたコミュニティ（宝くじ）助成事業助成金で備品を整備しました
　この事業は、（一財）自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業として、地域が行うコミュニティ
活動の更なる推進を図るための備品などを整備するもので、これにより地域社会の健全な発展と住民
福祉の向上が期待されます。
　このほど、令和６年度コミュニティ助
成事業に採択された驫木自治会が、地
域のイベントや清掃活動で使用する備
品を、宝くじの助成金で整備しました。

今回整備された備品

○驫木自治会
・車いす：1台　・車いす用スロープ：大2、小1台
・スロープジョイント台：1台　・パソコン本体：1台
・液晶モニター：1台　・マウス：1個　・キーボード：1個
・マウスパッド：1枚　・プリンター：1台　・刈払機：3台
・ポータブル電源セット：1セット
・ソーラーパネル：6枚　・収納バッグ：1袋

特産品を味わう深浦町と新郷村の児童
たち（上：深浦小学校　下：新郷小学校）

深浦中生徒、算数・数学の自由研究作品コンクール青森県最優秀賞を受賞！
　算数・数学の自由研究作品コンクールにおいて、深浦中学校３年の三上夕月（みかみ
ゆづき）さんが青森県最優秀賞を受賞しました。三上さんの作品は「今年の顔に隠
された秘密！？」というテーマで、人が美しいと感じる黄金比や白銀比を用いて、東
京都知事選の上位4名や紙幣に記載されている人の顔の分析・研究しました。
　三上さんは「黄金比、白銀比は中学校で習わないので、自分で調べるのが
大変だった。初めての参加でまさか最優秀賞に選ばれるとは思っていなかっ
たので驚いたけど、頑張ってきたからとても嬉しかった」と受賞の喜びを語り
ました。

深浦町・新郷村 ふるさと産品の学校給食相互交流！
　深浦町と新郷村による学校給食を通じた特産品の交換事業とし
て、深浦町から「ふかうら雪人参スムージー」が新郷村へ、新郷村か
ら「飲むヨーグルト」が深浦町へと、それぞれの小中学校の学校給
食に提供されました。
　昨年12月、新郷村から提供された「飲むヨーグルト」を飲んだ深
浦小学校６年の斉藤陽希（はるき）くんは「もともとヨーグルトが好
きだけど、新郷村の飲むヨーグルトも濃厚で飲みやすかった。今度、
新郷村に行った時は家族みんなで飲みたい」と喜んでいました。
　また、新郷村では２月に深浦町から「雪人参スムージー」が提供さ
れ、新郷小学校３年の小沢琳香（りんか）さんは「おいしくてびっくり
した。このようなニンジンが食べられる深浦町の皆さんは幸せだな
と思います」と雪人参のおいしさに驚いていたようです。
　この事業は、コロナ禍前に県内の首長が集まる会議があった際、
櫻井雅洋村長が、当時の吉田満町長に「お互いのふるさと産品で交
流事業を行いたい」と呼びかけたことがきっかけで行われました。両
町村の子どもたちは、普段なかなか口にすることのない他町村の特
産品をおいしそうに味わいながら、お互いの町村について学んでい
ました。
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深浦町総合戦略課　企画調整係
　　　電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。

　町内初の事業者委託型地域おこし協力隊として着任した櫻
井義晃さんに委嘱状が交付されました。
　地域おこし協力隊とは、過疎化や高齢化の進んだ地域に地
域外からの人材を受け入れ、地域活性化に向けた活動に取り組んでもらうも
のです。
　櫻井さんはつがる森林組合深浦支所に勤務し、林業や地域振興に関する活
動を行っていきます。櫻井さんは「まずは深浦町の寒さや気候に慣れるよ
う、町内を歩き回りたい」と意気込みを語りました。

　日ごろから幅広く行われている警察活動への支援や
協力を行った団体や個人へ、感謝状が贈られました。
深浦町からは町を含む4団体と個人7名の方が受賞
し、鰺ケ沢警察署長から感謝状が贈られました。
　深浦町では、町内の漁師などの有志20名が沿岸防犯協力会とし
て、年間を通じての沿岸パトロールや不審船・不審者対応訓練、洋
上監視訓練といった活動を行っています。今回は町を代表して平沢
町長が感謝状を受け取りました。

地域おこし協力隊が新たに着任しました
２／
３

　十二湖地内で歩くスキー＆トレッキングを行いました。
近年は、悪天候や雪不足の影響で２年間中止となっていましたが、
今年は晴天に恵まれ、雪化粧をした十二湖の美しい冬景色を楽しむ
ことができました。冬期間の十二湖を歩く機会はなかなかないた
め、参加した人たちは貴重な時間を過ごすことができました。
　来年度も教育委員会では、スポーツ講座事業として年２回の
ウォーキングと歩くスキー＆トレッキングを開催する予定です。
　町民の皆さまのご参加をお待ちしております。

３年ぶりに冬の十二湖を満喫

警察協力者へ感謝状が贈られました
２／
５

２／
15

左 つがる森林組合田中組合長
中央 櫻井義晃さん　右 平沢町長

9：00～11：30

３：00～５：30

前
午

後
午

月 火 水 木 金 土 日 祝日

休診

休診 休診
3：00
　
4：30

～

1：00
　
2：30

～

10：00
　

11：30

～○

○

○

○

○

○

○ ○ ○

○
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春一番 
おもてなし 
感謝祭 

 3/23(日) 

 

食
べて
当てよう この日に『シェフのおすすめランチ』を 

食べると、何かが当たるくじを引けます!    

空くじなし��� 

美味しいランチで春の訪れを感じ、 

くじ引きをお楽しみください♪ 

※当日は混雑が予想されます。 

事前のご予約がおすすめです。 
 

ご予約はアオーネ白神十二湖まで 
☎0173-77-3311(8:30～17:00) 

 

レストランアカショウビン 

※写真はイメージです。 

大集合を大切に
１月に行われた３歳児検診で、むし歯がなかった子どもたちを紹介します

むし歯
ゼロの子

黄金崎緒望くん
つぐみ

（広戸）

虫歯予防の豆知識

　乳歯は永久歯に比べて歯の表面のエナメル質が薄いため、むし歯の進行が早いのが特徴です。

　乳歯のむし歯をそのままにしておくと、何もしなくてもズキズキと痛むようになり食事ができ

ないだけではなく、痛くない反対の歯で食べ物を噛むことで片噛みの癖がついて、成長期の子

どもの顔全体のバランスを崩す原因にもなります。また、乳歯がむし歯になっていると、お口の

中のむし歯菌により、生えてきた永久歯もむし歯のリスクが高くなります。

　おうちの方が仕上げ磨きを頑張っていても、見逃してしまうこともあります。定期的に歯科健

診を受けて、むし歯のチェックや歯みがきの相談をしましょう。

＜定期的に歯科健診を受けましょう＞
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『健康こそ宝』深浦町保健センターだより『健康こそ宝』深浦町保健センターだより

問合せ　健康推進課　☎0173ｰ82ｰ0288

　自殺は、さまざまな要因が複雑に関係していて、「その多くが追い込まれた末の死」で
あり、「その多くが防ぐことができる社会的な問題」であると言われています。３月は、
就職や転勤、転居など、生活環境が大きく変動する時期で、自殺者数が増える傾向にある
ことから、国は３月を「自殺対策強化月間」としています。

自殺とうつ病の関係　
　ある調査によると、自殺したときに何らかの精神疾患を患っていた人が８割を超え、中
でもうつ病だった人の割合が高かったとの報告があります。うつ病以外では、双極性障害
（躁うつ病）や統合失調症、アルコールや薬物依存症といった精神疾患も、自殺の原因に
なりやすいことが指摘されています。こころの病に上手に対処して、心身ともに健康な状
態を保っていくことは、自殺を防ぐうえでとても重要なことです。

あなたやあなたの周りの人に心あたりはありませんか？　
　自分自身にうつ病を疑う症状がないか、周りにいる身近な人にうつ病を感じる兆候がな
いか気をつけてみましょう。下にある項目に心あたりがあれば、うつ病の可能性も考えら
れますので、医療機関を受診するなどの対処が必要になります。

３月は自殺対策強化月間です。

うつ病は特別な人がかかる病気ですよね？

◆自分自身のうつ病チェック

□理由もなく悲しい・憂うつな気分
□何事にも興味がわかず、楽しくない
□疲れやすい、元気がでない
□気力がわかない、何もする気がしない
□自分が役に立つ人間だと思えない
□今まで楽しんでやれたことが楽しめない
□なかなか寝付けない、夜中に目が覚めて眠れ
なくなる

いいえ。風邪のように誰でもかかる可能性がある病気です。
気になる症状があったら早めに医療機関を受診しましょう。

◆周りの人のうつ病チェック

□表情が暗く、元気がない
□体調不良を訴えることが増えた
□人付き合いを避けるようになった
□遅刻や欠勤が多くなった
□趣味やスポーツ、外出しなくなった
□飲酒量が増えた、刺激物を好んで食べたがる
□１日のうち、朝方に調子がすぐれない様子で
ある
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診療時間 月

◯ ◯◯ ◯ ◯
◯ ◯◯ ◯ ◯ 休

休休
◯

火 水 金 土木
9:00～12:30
14:30～18:00

12:00まで

TEL:0185-74-6788
〒018-2673　八峰町八森字中家後４番６

たむら歯科
院長　田村　誠

日／祝

深浦診療所つうしん No.61

「認知症のお話」

　こんにちは、深浦診療所の川代です。だんだん暖かくなってきて、例年以上に降った雪も溶けて春
が近づいてきました。突然のお知らせになりますが、来年度４月から青森市内の病院への異動が決ま
り、深浦診療所での勤務は３月いっぱいで終了となりました。この場でご報告とさせていただきます。
たった１年間ではありましたが、地域医療について深浦町から多くのことを学びました。ありがとう
ございました。
　さて今回は、認知症のお話をします。
　私は新郷村という南部の小さな村の出身なのですが、そこに住む祖母に数年前から認知症の症状が
見られ始めました。最初は物忘れがひどくなったかなという程度だったのですが、徐々に生活にも支
障が出はじめ、徘徊で警察のお世話にもなるようになったことで、この春から村内のグループホーム
に入所しました。現在は、面会に行くとなんとか私の顔は覚えてくれていますが、よそよそしくお話
をします。
　みなさんは、認知症についてどれだけご存じでしょうか。認知症の症状は、実は物忘れだけではな
く、計算力が落ちたり、ものの使い方が分からなくなったり、昼夜逆転・徘徊・イライラ・幻覚・無
関心など、一見関係なさそうな症状を呈することもあります。年齢があがるにつれて認知症になる人
は増加し、70歳では４人に１人、80歳では３人に１人、90歳では２人に１人が認知症になると言わ
れています。現在認知症の進行を抑制するお薬は開発されていますが、治すお薬はありません。
　高齢化の進んだ深浦町でも認知症は非常に重要な問題です。医療機関ではなんとか症状を和らげる
ようにお薬を調整しますが、すっかりうまくいくことは少ないです。デイサービスやヘルパーなどは
毎日利用できるわけではないですし、施設に入らず自宅で最後まで過ごしたいという方は多くいます。
認知症の方の生活には、医療機関や介護施設だけでなく、地域の方々の協力が不可欠なんです。
気が向いたときに認知症の方の家に顔を出して挨拶するだけでも良いです。あてもなく歩い
ている方を見かけたらどこに行くのか聞いてあげるだけでも良いです。あるいは、認知症
の方を毎日お世話しているご家族の方に対して「疲れてないか？」と話を聞いてあげるだ
けでも良いです。認知症の方やその家族を、地域全体で支えていける町にしていきま
しょう。

深浦診療所　医員 川 代 玲 穂
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深浦町公民館出前講座で「親子ふれあい教室」開催

講師：ふかうら達人倶楽部　大川　雅　さん
（調理師免許取得・元パティシエ）
※町民講師「ふかうら達人倶楽部」は、豊富な知識や技能
を生かし、町民の学習のお手伝いをします。
　お菓子づくりでは、「お子さんと一緒に楽しくお菓子づく
りに挑戦しましょう！」を合言葉に、エプロンを身に着けた
ミニパティシエの大活躍で、美味しい黄金色の「バナナマ
フィン」が焼き上がりました。その様子に親子は大満足！
　終始笑顔でお子さんのお菓子づくりの様子をカメラに収
め、試食では、予想以上の美味しさに参加者みんなが笑顔
になり、「今度また家で作って食べよう」、「もっとお菓子を
作りた～い」とお菓子づくりの約束をしていました。
※お菓子づくりのレシピは、町ホームページに掲載していま
すので、ご活用ください。

【お菓子づくり】

【絵本で遊ぼう】

ミニパティシエとお母さん

愛情込めて「美味しくな～れ♡」

修道小学校読み聞かせサークル
人気の絵本「はらぺこあおむし」

お母さんの美声に誘われて楽しい思い出「ハイ・チーズ」 最後はみんな笑顔で「いただきま～す！」

　深浦町公民館では家庭教育事業の一環として、幼児を持つ親子を対象に「親子でお菓子をつくろう＋(プラス)絵本
で遊ぼう！」を2月１１日（火・祝）深浦町農村環境改善センター（北金ヶ沢会館）で開催し、１２家族３７人が参加し
会場は大賑わいでした。
　この事業は、誰でも気軽に参加でき、親子のふれあいは勿論のこと親同士や地域のつながりを持つことによっ
て、親としての学びや子育ての支え合い（家庭を孤立させない）
が生まれることを目的にしています。

読み聞かせ：修道小学校読み聞かせサークル　世永恵美子さ
ん・長谷川清美さん
　読み聞かせサークルによる絵本の読み聞かせでは、だんだ
ん物語の世界に入っていくなど親子で真剣に聞き入っていまし
た。
　次はお父さん・お母さんによる読み聞かせ体験。お子さんに
好きな絵本を選んでもらい、声優さながらの演技で読み聞か
せは大盛り上がり。中には、絵本を４～５冊両手で抱え、読み
聞かせのお代わりをおねだりする子もいました。
　最後に、文学館長から「楽しい絵本が文学館にはいっぱいあります！」と宣伝し、絵本の貸し出しについ
ての説明がありました。みなさんも絵本を借りてみてはいかがですか？

□問合せ先　深浦町公民館　TEL 74－2031　　ふかうら文学館　TEL 84－1070
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社会福祉法人治省会は、子どもたちの限りない可能性を信じ、
子どもたちが「夢を描くための画材（Drawing materials）」となります
英語教室も毎週火曜日16時15分から開催しており、参加者も募集中です！
参考書籍　
「音読革命」「奇跡の百人一首」「国語に強くなる音読ドリル（卒園児平均IQ120）」

こどもの素読・音読教室を開催します
ので参加者を募集します！（無料）
百人一首・短歌・詩など古典を繰り返し高速で音読し、暗唱できるまでにします。
今回は百人一首の暗唱を目指します。
高速で音読することで眠っていた脳の回路がひらき、潜在能力
が開花するといわれています。集中力と忍耐力と記憶力を養い、
教養と理知と創造性を高めるメソッドです。
対象者　小学生・中学生　　　場　所　特別養護老人ホーム桃の木
日　時　不定期　４５分ほど　連絡先　ＴＥＬ　0173-84-1630

………………… 加入団体を紹介します …………………

〇結成時期　　
平成元年４月発足、現在に至る。会員４名。

〇活動内容
踊りの練習　毎週１回　19：00～20：30（黄金崎宅）
　　　　　　発表会前２週間になると週３日練習
　　　１１月　ふかうら芸能祭

３月　町老人クラブ連合会演芸大会に地区老
人クラブとして参加

〇会のモットー
　踊り好きが集まり、結成当初から芸能発表会（現
芸能祭）、地区の行事や町内外の老人ホーム慰問な
どで踊りを披露していましたが、新型コロナウイルス
が発生してから活動が制限され、現在は芸能祭と老
人クラブの演芸大会だけになってしまいました。
　それでも、踊り好きが集まって趣味と健康のため末
永～く踊り続けます。

☆美照流あけぼの会（黄金崎朝子代表）

〇結成時期　　
令和6年4月より油絵に限らずいろんなジャンルの絵
画を描いて楽しむことから、「油絵愛好会」を「絵画
愛好会」へ名称を変更。会員6名。

〇活動内容
4月～11月　毎月第4木曜日　13：30～15：00
　　　　　　深浦町公民館
11月～ 　　深浦町公民館文化祭作品展に作品を出
　　　　　　展
その他　　　深浦町美術館や町外での美術鑑賞

〇会のモットー
　文化祭作品展に作品を出展することを目標にし、公
民館では油絵、水彩画、鉛筆画、アクリル画などを各
自自由に楽しく描いています。
　風合瀬在住の画家、相馬健二・多紀先生との交流と町内外での美術鑑賞を通じ、作品の表現の幅を広げることも
楽しみの一つとなっています。
　絵画に興味のある方や初心者の方、見学なども自由ですので、参加お待ちしています。

☆絵画愛好会（佐藤由美子代表）

画家相馬健二・多紀先生と文化祭作品展にて記念撮影

□問合せ先　深浦町文化協会事務局（深浦町公民館内）　TEL　74－2031

深浦町文化協会活動中！

令和６年度 ふかうら芸能祭

令和５年度 ふかうら芸能祭



12■■■ 広報ふかうら ■

元気
こんなに

です!

４月生まれのお子さんの写真を
募集します！ 総合戦略課　TEL 74-2122

E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp
問合せ先

◆対　　象　令和７年４月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容　子どもの写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、

生年月日、お子さんに一言メッセージ
◆応募方法　郵送または持参の場合：プリントした子どもの写真1

枚に、①子どもの氏名（ふりがな）、②生年月日、③
性別、④住所、⑤保護者名（広報には掲載しません）、
⑥電話番号、⑦お子さんに一言メッセージを記入した
ものを添えてください。メールの場合：件名に「こん
なに元気です」と記入し、本文に上記①～⑦を記入
のうえ、写真データを添付して送信してください。
応募締切は３月26日です。

●メールの場合：件名「わぁんどのひろば」と入力し、本文にコメン
トとペンネームを入力したうえで、掲載してほしい写真を添付して
次のメールアドレスへ送信してください。
　メールアドレス：kouhou@town.fukaura.lg.jp
●郵送または持参の場合：プリントした写真とコメント、ペンネーム
を記入したものを添えてください。
・写真のご応募をもって、人物の場合は写っているご本人（未成年の
場合は保護者）、ものの場合は著作権者（作品の制作者等）から、
広報ふかうらへの掲載について、同意をいただいたものとします。
・すべての応募者が掲載されるわけではありません。
・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。
・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。

読者投稿
掲載ページ わぁんどのひろば 掲載写真

募集中!!

応
募
方
法
・
留
意
事
項

　皆さんが撮影した写真や制作した作品などを広報ふかうらへ掲載し
てみませんか？応募方法は以下のとおりです。皆さんからのご応募をお
待ちしております。

34

最終回は私のルーツを書こうと
決めていました。きりたんぽと忠犬
ハチ公で有名な秋田県大館市、駅
の近くの小さな病院で私は生まれ
ました。2歳の時に病死した父の記
憶はありません。姉は難産の末に
亡くなったと聞いています。父の死
を機に母と2人、母子寮へ入所しま
した。上から見ると英語の【E】の
形をした長屋には、15世帯位住ん
でいたでしょうか。オール木造で間
取りは６畳1間に、３畳ほどの台所
と押し入れがひとつ。鍵も木材式
の、いわゆる古民家に近い味のあ
る建物です。台所の窓から見える中
庭には、ブランコと砂場、大きな栗
の木もあり、秋には沢山の栗が拾
えました。どっぽんトイレと洗濯場
は共同、お風呂は無いので近くの
銭湯へ。寮内には保育所もありま
した。低学年の頃、いたずら小僧の
私は、母によく叱られては勝手口か
ら夜に外へ放り出されて泣いてい
ました。寮の隣には立派な寺院が
あり、8月には盆踊り、3月には豆ま
きが開催されます。正面には大き
な墓所もあり、小さかった自分たち
の良き遊び場でした。春に散った桜

深浦町地域おこし協力隊　浪岡　敏勇（なみおか　としお）

の花びらが敷き詰められていた光
景は、昨日のように覚えています。
父親がいないことは母子寮では皆
当たり前で、特に寂しさもなかった
のですが、今になってそれは、共に
暮らした寮内の家族と、親代わりに
親身に接してくれた職員さんのお
かげでした。雨が降れば大広間で
卓球、鉄砲ごっこにチャンバラ、ブ
ロック崩しと遊び放題。寮内行事
も沢山あり、海水浴にキャンプ、音
楽会に勉強会、夕食会もあり、常に
賑やかで、愛に溢れた場所で暮らせ
た時間はとても幸せでした。
その寮も11歳の時に取り壊しと
なり、新しい場所へと建て替わりま
す。規模も大きくなり、共同浴場も
新設され、室内にはトイレも完備。
部屋も広く便利に。居住資格は子
供が15歳まででしたが、市営住宅
に空きが出たことで13歳の時に寮
を出ました。数年前、寮へご挨拶に
伺うと、当時お世話になった職員さ
んは寮長さんに。思い出話に花が
咲き、本気の涙で叱ってくれた話を
したころには、懐かしそうに笑顔で
「そんなこともあったなぁ」と。母
子寮で暮らせて本当に良かった、今

は感謝しかありません。歳をとるっ
てそういうことでした。これが私の
ルーツとなるでしょうか。
寮を出て数年後、気づけば社会
に出て、バイトから会社員になり、
夢の自営業、廃業、そして無職。で
も、思い返せば、これまで沢山の良
き出会いに助けられてきました。奇
跡に近いことばかりの連続で今が
あります。「持って生まれた強運」
と勝手に信じ、感謝を忘れず、これ
からの人生も前向きに挑戦し続け
ます。月１度の大切なこのページを、
あえて活動報告寄りにせず、自身の
話に振ってきたのは、良くも悪くも
私という人間を知ってほしかったか
らでした。今日まで「進め協力隊」
にお付き合いくださり、本当にあり
がとうございました。・・完。

追伸、現在、
任期終了後
の進路に向
けて頑張って
います。どこ
かで良いご報
告ができま
すように。
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《２月末日現在》（　）内は前月比

深浦町の総面積　488.90㎢

　男 ……

　女 ……

　計 ……

世帯数

（－6）

（－12）

（－18）

（＋1）

深浦町の人口と世帯

3,210人
3,570人
6,780人
3,485世帯

深浦町の人口と世帯
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た
け

ど
、
最
近
は
夢
中
に
な
る
こ
と
が
あ
ま

り
な
い
よ
ね
」
と
い
う
話
に
な
り
、
確

か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
　
学
生
時
代
は
野
球
に
夢
中
に
な
り
、

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
や
ゲ
ー
ム
、
バ
ン
ド
な
ど
い
ろ
ん
な

も
の
に
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。
毎
週
の

よ
う
に
ス
キ
ー
場
に
行
っ
た
り
、
友
人

と
時
間
を
合
わ
せ
て
毎
日
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
、
好
き
な
バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ
に
月

１
で
行
っ
た
り
…
。

　
今
で
も
シ
ー
ズ
ン
に
数
回
は
ス
キ
ー

場
に
行
き
ま
す
し
、
ラ
イ
ブ
も
年
に
数

回
は
行
っ
て
い
ま
す
が
、
昔
ほ
ど
の
熱

量
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
気
が
し
ま

す
。
そ
れ
が
少
し
寂
し
く
感
じ
る
と
同

時
に
、
ま
た
な
に
か
夢
中
に
な
れ
る
も

の
を
探
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（
　
）

（
　
）

（
　
）

（
　
）

（
　
）

（
　
）

（
　
）

（
　
）

（
　
）

（
　
）

（
　
）

３

　

区

舮

　

作

広

　

戸

６

　

区

岩

崎

下

横

　

磯

松

　

原

田

野

沢

柳

　

田

黒

　

崎

岩

崎

上

川
　
村
　
春
　
江

三
　
上
　
花
　
江

兼
　
平
　
広
　
美

熊
　
谷
　
　
　
昇

山
　
本
　
惠
美
子

兼
　
平
　
周
　
二

竹
　
内
　
さ
　
た

兼
　
平
　
つ
ぎ
子

岩
　
谷
　
マ
チ
ヱ

松
　
橋
　
惠
　
子

西
　
口
　
曉
　
子
  

9182698092889888949077

町
民
文
芸

か
す
み
草
の
会

�
短
歌
�



14

発
行
／
青
森
県
深
浦
町
　
編
集
／
総
合
戦
略
課
企
画
調
整
係

☎
０
１
７
３
ー
74
ー
２
１
１
１（
代
表
）

3月号
No.240

ホームページアドレス  https://www.town.fukaura.lg.jp/
■■■ 広報ふかうら ■

「もうすぐ小学生になります！」
えの木保育園

このコーナーでは、元気いっぱいな
園児達の作品をご紹介します。

（左上から）

しまかわ あ き らくん（6さい）

にしざき な の かさん（6さい）

やまうち ま な かさん（6さい）
（左下から）

あらかわ しんぺいくん（6さい）

こがねざき こ こ みさん（6さい）

しまかわ ゆ う りさん（6さい）

こんなに

元気です！

このコーナーでは
誕生日を迎えたチ
ビッコ達をご紹介
します （３区）R５年３月29日

「上田家の宝物♡♡」

上田　吏紡くん
 うえだ　　  り　つ

（風合瀬）R３年３月26日
「いつも笑顔で
　　　　　おっきくなぁれ」

岩谷　星舞くん
 いわや　　  しょうま

（関）R２年３月６日
「目指せスシ王子！美味しいお寿司で
　かわい子ちゃんゲットだぜ！」

安田　岳叶くん
 やすた　　  がくと

（風合瀬）R５年３月22日
「ずるすけぼんず、
　いっぱい食べて大きくなってね！」

坂﨑　一輝くん
 さかざき　　    いつき

草
創
教
育
長
の

　
　
　「
今
月
の
一
枚
」

　
あ
の
時
、言
い
た
か
っ
た
こ
の一言
②

　

応
援
の
声
も
若
干
届
い
た
の
で
、調
子

に
の
っ
て
第
二
弾
。私
が
遭
遇
し
た
無
分

別
な
保
護
者
等
の
実
例
と
反
省
で
す
。

　
【
事
例
⑥
】電
話
で「
孫
が
不
登
校
な
の

は
学
校
の
責
任
だ
。毎
日
、担
任
が
迎

え
に
来
ね
ば
マ
イ
ネ
べ
！
」と
、当
然
の

既
得
権
を
主
張
す
る
よ
う
に
騒
ぎ
立

て
る
祖
母
。「
毎
日
は
無
理
。学
級
の

他
の
子
ど
も
を
う
ち
捨
て
犠
牲
に
し

て
ま
で
行
け
る
わ
け
が
な
い
！
」そ
う

反
論
し
た
か
っ
た
。

【
事
例
⑦
】朝
、修
学
旅
行
出
発
に
五

分
遅
れ
て
子
ど
も
を
連
れ
て
き
た
母

親
。バ
ス
に
乗
り
こ
む
わ
が
子
に
、悪

び
れ
る
風
も
な
く
涼
し
い
顔
で
手
を

振
っ
て
い
る
。事
情
も
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
、遅
刻
し
た
の
は
大
目
に
見
る
。で

も
、「
ひ
と
様
に
迷
惑
か
け
た
か
ら
に

は
、あ
や
ま
る
姿
を
子
ど
も
に
見
せ
る

の
が
親
だ
ろ
！
」と
指
導
し
た
か
っ
た
。

【
事
例
⑧
】友
達
の
ズ
ッ
ク
を
隠
し
た

子
に
明
ら
か
な
証
拠
を
示
し
て「
あ
な

た
だ
よ
ね
」と
迫
る
と
、わ
か
り
や
す

い
ウ
ソ
泣
き
。ま
だ
若
い
私
は
つ
い
、

「
泣
い
て
ご
ま
か
す
な
！
」と
怒
鳴
る
。

そ
の
旨
、母
親
に
報
告
し
た
ら
、「
ウ
チ

の
子
は
、先
生
は
私
に
だ
け
厳
し
く
て

え
こ
ひ
い
き
だ
と
言
っ
て
ま
す
」だ
と
。

「
子
ど
も
の
言
い
訳
を
う
の
み
に
す
る

な
！
　
し
で
か
し
た
悪
事
か
ら
目
を

そ
ら
す
な
！
」と
、ま
た
怒
鳴
り
た
か
っ

た
。

【
事
例
⑨
】自
称「
元
○
○
組
」の
父
親

も
ず
い
ぶ
ん
お
相
手
し
た
。（
要
件
略
）

胸
も
と
全
開
、刺
青
を
ち
ら
つ
か
せ
な

が
ら「
コ
ラ
ァ
、ボ
コ
ボ
コ
に
す
る
ど
」

的
な
挑
発
も
し
ば
し
ば
。「
お
前
は
遠

山
の
金
さ
ん
か
」と
挑
発
し
返
し
て
、

い
っ
そ
の
こ
と一発
殴
ら
れ
た
方
が
、暴

行
罪
で
訴
え
て
優
位
に
立
て
る
か
も
、

と
何
度
思
っ
た
こ
と
か
。

　
非
常
識
な
要
求
を
学
校
に
突
き
つ
け
て

く
る
者
の
多
く
は
、議
員
、教
育
委
員
、Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
等
々
、地
元
の
発
言
力
あ
る
方

の
力
を
借
り
よ
う
と
し
ま
す
。

　
わ
が
町
は
大
丈
夫
で
す
が
、バ
カ
の
訴

え
を
バ
カ
が
真
に
受
け
て
騒
ぎ
立
て
る
、

バ
カ
の
連
携
が一番
メ
ン
ド
ウ
で
す
。

　

現
に
、父
親
が
議
員
に
訴
え
、議
員
が

教
育
委
員
会
に
圧
力
を
か
け
、学
校
に
不

当
な
要
求
を
迫
っ
て
き
た
事
例
を
私
は
経

験
し
て
い
ま
す
。教
育
委
員
会
に
相
談
に

行
っ
た
際
、幹
部
の
方
が
言
い
放
っ
た
言

葉
に
私
は
耳
を
疑
い
ま
し
た
。「
学
校
で
ど

う
に
が
し
な
が
。お
ら
だ
ぢ
だ
っ
て
オ
ッ
カ

ネ
じ
ゃ
」

　「
学
校
を
守
っ
て
く
れ
な
い
教
育
委
員

会
な
ん
か
い
ら
な
い
！
」そ
う
啖
呵
を
切

れ
た
ら
、ど
ん
な
に
爽
快
だ
っ
た
か
…
。

　
そ
う
言
わ
れ
な
い
よ
う
、覚
悟
も
新
た

に
次
年
度
も
進
ん
で
参
り
ま
す
。

（
教
育
長　
草
創　
文
人
）

い
れ
ず
み

た
ん
か




